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GPS津波計の沖合展開
A Development of Tsunami Monitoring System using GPS Buoy

加藤照之 1,寺田幸博 2∗,永井紀彦 3,越村俊一 4,西村史睦 2,三宅寿英 5

Teruyuki Kato1, Yukihiro Terada2∗, Toshihiko Nagai3, Shunichi Koshimura4, Hitoyoshi Nishimura2, Toshihide Miyake5

1 東大地震研, 2 高知高専・環境都市, 3 港湾空港技研, 4 東北大・工, 5 日立造船・技研
1Earthq. Res. Inst., Univ. Tokyo,2Kochi National College of Technology,3Port and Airport Research Institute,4Grad. Sch. Eng.,
Tohoku Univ.,5Tech. Res. Inst., Hitachi Zosen Corp.

GPS津波計の開発では、相模湾で基礎実験、岩手県大船渡市沖で実用化実験、高知県室戸市沖で実証実験を行ってき
た。一連の開発実験の中で、2001年 6月 23日 (UTC)のペルー地震 (Mw8.4)、2003年 9月 25日 (UTC)の十勝沖地震
(Mw8.3)、2004年 9月 5日 (UTC)紀伊半島沖地震 (Mw7.4)及び 2010年 2月 27日 (UTC)のチリ地震によって発生した
津波を観測してきた。これらの成果を活用する形で、国土交通省港湾局が進めるＧＰＳ波浪計として全国展開がなされ
ている。
一方、GPS津波計の沖合展開を考えた場合、GPS測位法として用いている RTK-GPS法を cmオーダーでの精度を保っ

て使用できる基線長 20kmが限界となる。また、GPSブイからデータ伝送を行ための無線の適用性にも問題が生じてく
る。これらの問題点に対して、これまでに検討してきた技術の延長上でRTK測位法と無線伝送に改良を加えて、室戸岬
沖の実証実験機で 50km沖合展開の実験を行っている。また、PPP-GPS法の導入についても検討中である。この開発に
おいては、「誰でも、いつでも、どこからでも」設置海域の海面の変化を高精度に観測できるようにしてきた。また、実
用にあたっては、気象・海象観測を行う海洋観測ステーションとして日常的に機能させ、津波などの非常に備えること
を基本コンセプトとしている。この一環として、GPS津波計に海底地殻変動観測機能を持たせて連続観測を可能にする
ことを目指している。同時に、ＧＰＳ津波計の更なる沖合展開にも取り組んでいる。これまでの成果と現状について報
告する。
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